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％，14．11％，10．88％，1．81％である．然し静かに考察するならば，誇大するに

は値しない．薔集團性は新法によっては8分され，何分かの獲展とも見る．

　群型研究も之の程度では深い興味も無い．毎回繰返す如く，緯度と出現期間

の關係，或は群型の攣化と緯度の關係等を研究して見たい．後者の方法に付て

は現在の私の観測範圃で，牟ぱ困難でないから，後日に於て出現回数頻繁なら

ざるものから着手する積りである・前者は他の襯測者に依頼して究明する外に

は手段なく，課員諸氏の御奮起を要望する．

白斑．重要な主題だが，積極的に手を付けない．素人に出來る面白V・性質の探

索法も確かに淺されてると考へる．私は他の槻測航程白斑を認める事は，（理由

は不明だが）余り多くない．

織論．今回の此の長たらしい報告中で，格別に主張したのは，三相が日中，午

後に於て等割以上に悪くなV・黒占である．樹，先頃獲表した黒黙計算論は，今の

所，賛否判明せす，反響も勘いが，ととの性質上無理のない事と思ふ．しかし

新計算法も考案の結果，比較を獲表したい．狭い観測分野と見えても即く，ま

だ，まだ研究の未開拓地は墨きない．（絡）
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